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経営指導員から

M商店の後継者、専門家、経営指導員は打ち合わせを継続的に実施

Ｎ商工会 有限会社Ｍ商店（小売業）

青果店の手づくり漬物を
首都圏の販路へ

昭和26年創業のＭ商店（従業員２名）は、野菜を中心に食
料品の小売を行う青果店である。

以前より自家製漬物をつくり、得意先相手に細 と々販売して
いたが、２年前から本格的に商品化し、自社ブランドとして販
売を開始した。青果店ならではの目利きを活かして厳選した
材料を揃え、添加物などを使用せずに手づくりされる漬物は、
安全でおいしいと評判だった。しかし、販路は地元のみ。味
に自信はあっても、食品表示の不備やパッケージデザインに難
があるなど、販路を県外にまで広げるには多くの課題を抱えて
いた。

さらに肝心の青果販売も、スーパーマーケットの進出や、な
じみ客の高齢化などで近年は苦戦を強いられている状況。後
継者を呼び戻して事業を継続させるためにも、自社ブランド漬
物の販路開拓は同店にとってきわめて重要なテーマだった。

そこで N 商工会は事業者に、地域振興等機関主催型広域
展示販売・商談会事業に参加し、専門家らのさまざまな助言
を得ながら商品のブラッシュアップと販路拡大の足がかりをつ
かむ方向性を提案。これにより東京駅のアンテナショップでの
半年間にわたる展示販売を通して多くの収穫を得た。さらにフ
ードコーディネーターら食の専門家の助言によって新たなレシピ
の開発や味の改良を行うとともに、消費者への訴求力アップの

ために商品パッケージの見直しにも着手した。
こうした販路開拓に向けた地ならしを進める一方で、機械設

備を導入するため、小規模事業者持続化補助金の活用を提案。
また、店舗ロゴや商品ラベルを固めて生産体制を整備するとと
もに商談代行事業に参加し、首都圏の百貨店や高級スーパー
マーケット、卸売業など複数のバイヤーから商談可能の返答を
得た。これらのバイヤーからは、価格、味、商品デザイン、量
目などの項目で評価されており、販路開拓への具体的な道筋
が徐々に明確になりつつある段階といえる。

ちなみに同店の売り上げ高は、自家製漬物商品化以前の平
成24年度が5000万円で、商品化した24年度は5800万円、25
年度は6000万円と着実に増加。オリジナル商品をもつことの強
みがこの数字に表れているが、これに首都圏への販路拡大が
加わることで、さらなる飛躍が期待される。

  さまざまな支援策の組み合わせ
活用が、この事業者には有効で
した。今後は５年後に総売り上げ
8000万円を目標とし、財務内容
の改善を目指していきます。今回
の経験で、あらためて定期巡回を
重ねて継続支援を行うことで、事
業所との信頼関係が深まることを
実感しました。今後新たな課題に
も他機関との連携を密にし、迅
速に対応していきたいと思います。

Ｎ商工会
大木 学さん

Ｈ24年 自家製漬物の商品化

６月～12月 アンテナショップでの展示販売

８月～ 山形県産食品等販路開拓支援事業

Ｈ26年１月 地域振興等機関主催型広域展示販売

７月～11月 持続化補助金の申請支援

９月

Ｈ27年２月 

地域振興等機関主催型広域展示販売

経営革新計画承認

課題
味に自信はあるが
地域商品の域を出ず

支援
販路開拓に向けて
施策を総動員

支援の経過

地域の特産フルーツを使った「果樹の実ばうむ」
※所属商工会は支援当時※所属商工会は支援当時

東根市商工会 吉田屋（菓子製造小売業）

特産フルーツを使った新スイーツで
新規顧客開拓にチャレンジ

県内陸部に位置する東根市は日本一のサクランボの産地とし
て知られるが、そのほかにリンゴ、もも、ラ・フランスの生産
が盛んなフルーツのまちだ。そんな東根市で吉田屋（従業員２
名）は昭和３年から営業を続ける洋菓子店である。クッキー、
マドレーヌなどの焼き菓子のほか、ケーキ、シュークリーム、
プリンなどを販売しているが、商圏が小さく、商品アイテムも限
られているため、近年は売り上げが低迷していた。そうした現
状を打破するためにも、新商品の開発と新規顧客の開拓が急
がれていた。

ちょうどその頃、東根市商工会では、地元の生産者から「サ
クランボを使ったバウムクーヘンの製造委託ができないか」と
いう相談を受けていた。商工会では委託先を探したが、東根
市内に対応できるところはなく、近隣の市町村にも照会。それ
でも、適切な委託先は見つからなかった。そこでやむなく再度、
市内の菓子店に打診したところ、名乗りを上げたのが、商品開
発を模索していた同店だった。

新たなバウムクーヘンの要望は、土産品として「東根らしさ」
を表現した商品であることだった。生産者側は、サクランボを
洋菓子の原料にすることで傷モノや規格外品を有効活用でき
るという狙いもあった。つまり、事業者にもサクランボ農家にと

ってもメリットのあるアイデアであったため、商工会では商品開
発と販路拡大に向けた支援を開始することになった。

そこで、まず平成25年３月に新商品・新サービス開発支援
事業の助成金申請を行い、資金計画を支援するとともに、生
産者と同店の連携を進めて試作試食会をサポート。続いて経
営革新計画の策定とともに、小規模事業者持続化補助金の申
請支援も実施。

こうして新商品の製造に対応できる設備を整える一方、販路
拡大を目指して平成 26 年の「ニッポン全国物産展」に出展す
べく、その準備を支援した。出展においては商品の見せ方がカ
ギとなるため、エキスパートバンク事業を活用して専門家を派
遣。パッケージや告知方法、出展ブースの効果的なディスプレ
イについて支援を仰いだ。

そして平成 26 年 11 月、晴れ舞台である全国物産展に出展
した同店のブースには、「果樹の実ばうむ」の“さくらんぼ”“ラ・
フランス”“りんご”という３つの新商品が並ぶことになった。

  地域内外に商品知名度を高め
て事業者の収益向上を図るととも
に、地元生産者の果物を菓子加
工できることを浸透させて、規格
外農産物の付加価値向上を目指
していきたいと思っています。新
商品開発とプロモーションの両方
を経験させてもらいましたが、今
回生まれた新商品が店の看板商
品となるよう、応援していきたいと
考えています。

東根市商工会
村岡 義幸さん

Ｈ25年３月 試作試食会と資金計画を支援

５月 持続化補助金の申請支援

11月 専門家のディスプレイ支援
ニッポン全国物産展に出展

Ｈ26年２月 経営革新計画の策定支援

６月 専門家のパッケージ支援

課題
商圏が小さく
商品アイテムも少ない

支援
生産者と事業者をつなぐ
連携役として

支援の経過


